日本抗加齢医学会　　　　地方会会則
本会は日本抗加齢医学会　　　　　　地方会と称する。
2.　　　事務所は、　　　　　　　　　　　　　　に置くこととする。
3.　　　本規則は、一般社団法人日本抗加齢医学会地方会規則に基づき、規定するものである。
本会は一般社団法人日本抗加齢医学会の目的達成のため事業の一環として、その地域的活動を行うことを目的とする。
本会の目的達成のため次の事業を行う。
1.地方会学術総会
2.市民公開講座
3.会員相互の連絡及び親睦
4.その他必要な事項
会員は一般社団法人日本抗加齢医学会の会員で、　　　　　(県名)地方に在住又は在勤の者とする。
2.　　　賛助会員は一般社団法人日本抗加齢医学会賛助会員で、　　　地方を所在地とする組織とする。
3.　　　地方会運営委員の推薦により地方会名誉会員を置くことができる。
退会、資格喪失、除名は、一般社団法人日本抗加齢医学会定款に準ずるものとする。
本会に以下の役員を置く。
　　　　・地方会代表　　　　 　　　　1名　　　
　　　　・地方会運営委員　　　　　若干名
　　　　・地方会評議員　　　　　　若干名
2.　　　地方会代表は、地方会運営委員のうち一般社団法人日本抗加齢医学会顧問・名誉理事長・理事より運営委員会決議によって選任され、会務を統括する。
3.　　　地方会運営委員は、一般社団法人日本抗加齢医学会顧問・名誉理事長・理事・評議員より地方会評議員会で選任された者とする。
4.　　　地方会評議員は、地方会評議員会で推薦された一般社団法人日本抗加齢医学会会員とする。
5．　　 地方会役員の構成は、一般社団法人日本抗加齢医学会学会正会員であり、2名以上が一般社団法人日本抗加齢医学会顧問・名誉理事長・理事もしくは評議員とする。
役員の任期は2年とする。但し重任、再任を妨げない。
本会の集会は、地方会運営委員会、地方会評議員会、地方会学術総会とする。
2.　　地方会学術総会は毎年1回開催し、学術活動にあたる。
3.  　地方会学術総会を主催するために学会長をおく。学会長は、地方会運営委員会の推薦により
　　　地方会評議員会の議を経て、地方会代表が委嘱する。
4.　　地方会学術総会で、地方会代表は本会会員に対し会の運営について重要事項の報告をする。
5.　　地方会運営委員会は、地方会代表、地方会運営委員によって組織され、原則として地方学術
　　　総会と同時に開催する。地方会代表がこれを招集し、議長を務める。
6．　 地方会運営委員会は、地方会運営のための事務分担をし、地方会の運営にあたる。
7．　 地方会評議員会は、地方会代表がこれを招集し、議長を務める。
8.　　地方会評議員会は、この規則に定めるもののほか、次の事項を審議し、決議する。
(1)　本会事業計画および収支予算
(2)　本会事業報告および収支決算
(3)　支部事業遂行に関する規定の制定及び改廃
本会の運営経費は、会費、一般社団法人日本抗加齢医学会よりの交付金、事業に伴う収入、および寄附金その他をもって充当する。
本会会則の変更は、運営委員会の議を経て評議員会の承認を得るとともに、一般社団法人日本抗加齢医学会の理事会の承認を得なければならない。
付則　　本会則は　　　年　　　月　　　日より実施する。
2.　　　地方会学術集会の発表、参加は、一般社団法人日本抗加齢医学会の認定単位を受けることができる。
